


地域おこし協力隊とは、平成22年から総務省が実施
する制度です。

1〜3年間、都市部から過疎化の進む地域に移住した
「協力隊員」が自治体の委嘱を受け地域の問題解決や
活性化のための活動（町おこし・村おこし）に携わり
ます。

令和6年の隊員数は全国で7,200人。
令和8年までには10,000人を目標として各地域が
取組を進めています。
直近5年に任期終了した隊員の約7割が任期終了後も
定住しており、地域での起業につながるケースも
数多くあります。

活動内容は地域によって異なりますが、農林水産業
など一次産業への従事をはじめ、特産物を活かした
商品開発、デジタル化などの住民の生活支援、
交流の場づくりなど多岐にわたります。
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朝日町では、現在も町の情報交流アドバイザーを
務める佐藤恒平氏が、地域おこし協力隊の第1号
として平成23年に着任し活躍しました。
その後、移住定住推進やインバウンド推進などで
協力隊員は活動し、町内で認知されていきました。
協力隊のOBは9名を数え、その中には任期終了後も
町に定住し、活躍している方々が少なくありません。

令和7年3月現在、朝日町の協力隊員数は11人に
なりました。
人数や役割が広がりつつある中、隊員の活動を一人
でも多くの方が知れば、たくさんの協働が生まれ、
朝日町活性化の推進力がより大きなものになるのでは
ないか、という希望を込めてこの冊子を制作しました。

これを読んで、地域おこし協力隊を身近に感じて
いただけたらうれしいです。
そしてもし、「一緒に何かしてみたい！」と思ったら、
ぜひ気軽に交流してくださいね！

朝日町では、現在も町の情報交流アドバイザーを
務める佐藤恒平氏が、地域おこし協力隊の第1号
として平成23年に着任し活躍しました。
その後、移住定住推進やインバウンド推進などで
協力隊員は活動し、町内で認知されていきました。
協力隊のOBは9名を数え、その中には任期終了後も
町に定住し、活躍している方々が少なくありません。

令和7年3月現在、朝日町の協力隊員数は11人に
なりました。
人数や役割が広がりつつある中、隊員の活動を一人
でも多くの方が知れば、たくさんの協働が生まれ、
朝日町活性化の推進力がより大きなものになるのでは
ないか、という希望を込めてこの冊子を制作しました。

これを読んで、地域おこし協力隊を身近に感じて
いただけたらうれしいです。
そしてもし、「一緒に何かしてみたい！」と思ったら、
ぜひ気軽に交流してくださいね！

地域おこし協力隊
詳細紹介サイト(JOIN)

朝日町公式
地域おこし協力隊

紹介ページ



東北芸術工科大学在学中に参加した、金山町での宿泊型交流イベントをきっか
けに朝日町とのつながりができ、協力隊に応募しました。
小さい頃から何かモノを作る事が好きでしたが、本格的に木工を始めたのは大
学生になってから。コロナ禍で外出できなかった際、アパートで木を使って作品を
作りはじめたことがきっかけで、在学中は子ども向けに木工教室の企画にも取り
組みました。着任後は、主に朝日町で生まれるさまざまな木材を活用したアクセ
サリー製作や木工ワークショップを行っています。
1年目は、町内のイベントに参加して、できるだけ多くの方と交流しました。また、
体験教室のスタッフとして、空気まつりや産業まつりに参加。朝日町を含む村山
地方で採れた西山杉を活かした箸やキーホルダーを作る体験のお手伝いをさ
せていただきました。
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また、リンゴ農家さんから処分するリンゴの木をいただき、新たな木工品の構想
が膨らみました。2年目となる今年度は、西山杉を使用した額縁を製作し、町立
70周年の記念式典で使用していただきました。額縁を作るために金山町に1週
間ほど修行に行き、1人で完成できるまでに成長することができました。
個人の活動として「手作り工房KICCHO!」名義で、町内で行われているすんたく
市や道の駅のごろごろマルシェ、産業まつりなどに出店し、リンゴの木でできた
ペンダントを販売しています。町内外の方にご購入いただき、リンゴの木としての
魅力もじわじわと伝えられていると思います。色が可愛いと評判です！
今後は松本亭でのワークショップを開催していくのでぜひご参加ください。



お隣の西川町出身です。幼少の頃からイベントやお祭りが大好きでした。今でも、
釣りやスノーボード、写真撮影を楽しんでいます。
地域のみなさんが、暮らしの中で非日常を味わえるイベントを企画していきます。
自分自身も、参加者の満足そうな表情を見ることが何よりのやりがいです。
前職は、土木施工管理技士として仕事をしており、物事を順序だてて考えること
や人とのコミュニケーションが好きでした。一年過ごしてみて、朝日町は何かを
自分で始めたり、イベントが好きな方がたくさんいる印象も持ちました。しかし、
日常の忙しさや、企画して実行するまでの難しさなど、やりたいことに対するハー
ドルがあることも事実です。そこで、任期２年目を迎える私がみなさまの「やりた
い！」を実現するお手伝いができたらいいなと考えています。
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令和６年は町に慣れ、町民の方とコミュニケーションを取ることに重心を置いて
活動してきました。その一方で自分で１からイベントを組み立てるということにも
チャレンジしています。第一歩となったのがサウナイベントです。松本亭一農舎で
アウトドアサウナ体験会を行いました。企画から実行まで一連の流れを体験して、
自分の中でも難しいことや工夫したことなど、新しい経験ができました。この経験
を生かして、来年度はみなさまのやってみたいという声をお聞きしてそれを形に
するという活動も行っていきたいと考えています。もし「こんなことができたらいい
な」と思うことがあったら、ぜひ私にお声がけください！
松本亭一農舎にもぜひ遊びに来てください。



動画制作を中心に主にSNSを活用して情報を発信しています。着任した時期が
コロナ禍の真っただ中だったことがこのミッションが生まれた大きな要因のひと
つだと思いますが、その影響で地域のみなさんとの交流がしづらい状況だったこ
とが移住後のいちばんの不安材料でした。活動開始後1ヶ月でYoutubeチャンネ
ル【パオクン@山形】を開設しました。Youtubeの動画制作を通してたくさんの方
とつながりを持つことができ、その関係は今も宝ものです。Youtubeは、朝日町の
魅力を多くの方に知っていただくことを目指して、町内のイベントの紹介や、発信
したいことがある町民の活動などを発信してきました。いざ撮影となると照れる
方が多いですが、配信された動画を観て、周りの方からの反応を知るととても喜
んでくださいました。
「動画や写真はその人の活動のモチベーションをアップさせる」
この大きな気付きを得たことで、今では企画自体を共に考える仲間が増えました。
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また、協力隊のインスタグラムを立ち上げ、各隊員が活動内容やイベントの告知、
町の魅力を発信できるようにしました。そうした制作活動から、町内の小学校・中
学校に講師として呼んでいただいたり、SNSで発信したい方や会社のサポートを
させていただく活動につながっていきました。
SNS以外では、「町の特産品×町外の企業」というつながり創出に着眼し、朝日町
産アケビを使用したクラフトビール「アケビアー」を米沢の醸造所と共につくり、令
和4年10月から販売しています。ありがたいことにご好評をいただき、町内販売の
みならず、県内のホテルや飲食店、関東の飲食店にも使っていただいています。
この3月で協力隊は卒業しますが朝日町でこれからも暮らしていきますので、今後
の活動もぜひお楽しみに！一緒に楽しんでいきましょう！



中学卒業まで松程に住んでいましたが、進学を機に朝日町を離れ、就職で横浜
市に移住しました。
令和6年４月から、夫が農業の地域おこし協力隊（りんごの郷の担い手）に着任し
たことをきっかけに、二人で朝日町へUターン移住し、私はデジタルサポート推
進員として活動することになりました。
長年、システム開発・運用の仕事に携わり、直近の販売業ではお客様からの専用
アプリの問い合わせ対応や、スマホの使い方相談にも対応してきました。
趣味は、山形と朝日町の歴史を知ることと、リサイクル店で掘り出し物を探すこと
です。
信念である、人に迷惑をかけないこと・迷ったら正しい方の道に進むことを心に
留めて日々みなさんとお話ししています。
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みんなの居場所「すぽっと」、秋葉山交遊館などでスマホ使い方相談会を実施し
ています。新機種になり操作に不慣れな方、慣れた機種でももっと新しいことを
知りたいという方、設定が変わってしまい元に戻す方法がわからないなどお問
合せ内容はさまざまです。すぐにわからないことでもお時間をいただき調べて回
答するなど、できるだけ誠実な対応を心掛けています。また日常でもグラウンドゴ
ルフ大会や芋煮会などの地域行事に参加した際や、地元スーパーで地域の方た
ちに気軽に声をかけていただき、大変嬉しく感じています。
来年度以降の目標は、朝日町内での周知をもっと広げて、足を運んでくださる
方、特に新規の方を増やしていくことです。



前職でのIT環境のサポートやシステムの運用管理経験から、「わからないことを
気軽に相談できる相手がいること」が、自分自身も含めて多くの方に安心感を与
えることを学びました。これまで培ってきたITスキルやサポート経験を生かしな
がら、お一人おひとりの困りごとに応えることで、地域のみなさまに安心感や信
頼感を持っていただけるよう活動しています。
現代社会において、スマートフォンは私たちの生活をより便利にするツールとし
て浸透しています。しかし、操作方法が分からない、設定が複雑で使いこなせな
い、セキュリティ面で不安を感じるなど、多くの方が、特に高齢者の方やデジタル
機器に不慣れな方は、スマートフォンに関する不安や問題を抱えています。そうし
た課題に対し、「スマートフォン使い方相談会」を提供することで、地域のみなさま
に貢献することを目指しています。
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この取り組みの重要な部分は「デジタルデバイド」の解消です。みなさまがスマー
トフォンを活用できるよう支援することで、情報格差を縮小し、すべての人が平等
に情報やサービスへアクセスできる環境を整えることができます。例えば、スマー
トフォンの基本操作やアプリのダウンロード、公共サービスの利用方法、家族や友
人との連絡手段の確保、また、スマートフォンを活用した防災情報の受信や詐欺
メール・フィッシング詐欺の見分け方など、地域住民の方の安全を守る取り組みに
もつながります。
今後も常に相談窓口を設け、「困ったときはいつでも相談できる」が地域に浸透
し、「少し便利に、少し楽しく」を広げていけるよう活動していきます。




